
高野さんが働くファンケル学術本部

は、医師や薬剤師等の医療従事者に、

サプリメントの情報を正しく伝える仕

事を行っている。その１つとして、

「ＥＢサプリメント」という月刊誌を

制作している。これは「ＭＭＪ（毎日

メディカルジャーナル）」という雑誌

の付録で、医療従事者にサプリメント

とは何かを適切に啓発することが目的

だ。昨年10月から今年の９月まで、１

年間の予定で発行される。

ＥＢサプリメントには、サプリメン

トと薬の相互作用、成分の解説、学会での報

告、最新の研究発表などが掲載されている。

さらに、サプリメントの考え方として、「食

事が基本であり、食事で補えない部分にサプ

リメントを使用する」という原則を強調しな

がら、食事に関する情報も提供している。

高野さんは、「患者さんはサプリメントに

ついて、インターネットやテレビなどから

様々な情報を収集して質問をしますが、答え

る側の医療従事者にサプリメントの情報が、

届いていない現状があるのです」と指摘。そ

こで高野さんたちは、科学的根拠に基づいた

データや海外・国内の論文を訳し、その内容

をまとめて医療従事者に提供している。提供

情報は、必ずしもサプリメントに有利なもの

だけでなく、薬と一緒に飲んだ際の影響など、

相互作用のリスクにも触れている。

高野さんが所属している学術本部ではこの

ほか、様々な学会に出席して、サプリメント

に対するファンケルの取り組み等について普

及啓発も行っている。今までに薬学会、糖尿

病学会、透析学会などに出席して啓発活動を

行ってきた。

また、サプリメントに関する科学的根拠に

基づいた詳しいデータ、薬との相互作用、人

体への影響のメカニズムなどを解説した書

籍、いわゆるサプリメントに関する辞書のよ

うに活用できる本の作成にも携わった。類書

がほとんどないだけに、これは非常に画期的

なことであり、実際に使用している人からの

評判もかなり高いという。

さらに学術本部では、サプリメント

利用者からの電話相談に答える業務も

担っている。高野さんは、「例えば薬

を服用している人にサプリメントとの

相互作用が考えられる場合には、医師

から処方された薬を優先していただ

き、サプリメントを控えるように勧め

ます」と語る。その結果として利用者

に加え、医療従事者からの信頼も得て

いるようだ。高野さんは、「問い合わ

せに対する説明を聞いて、利用者の方

から“安心した”といった声を聞くと、

とても嬉しいです」と、仕事のやり甲

斐を話す。

このように様々な業務をこなしている高野

さんだが、学生時代に学んだ中で、何が現在

の仕事に役立っているかを聞いたところ、

「実際に手を動かして学んだこと」を挙げた。

「今の仕事で論文などを読んでいるとき、そ

の研究過程でどのような実験を行っているの

かを考える際には、学生時代に経験し

た実習や実験を思い出したりもしま

す」と語る。

一方で、「学生時代には、今よりも

時間がたくさんありました。でも、自

分で物事を考えることが少なかった気

がします。もっと掘り下げて、自分の

ものにできるくらいに勉強しておけば

良かったと思います。今となっては、

もう一度講義を受けたくても、現実に

は難しいのですから」と反省し、薬学

生に同じ後悔をしないようにとアドバ

イスした。

しかしその分、現在の仕事では、医師や薬

科大学の先生、サプリメントの第一人者から

話を聞くことができる機会があるとし、「非

常に貴重です」と強調する。

将来の夢を高野さんは、「代替医療、薬も

分かる薬剤師でありつつ、食事や生活の改善

を提案したり、笑いが治療につながるなど、

現代人に欠けていると思われる部分を、総合

的にアドバイスできる薬剤師になりたいと思

います」と結んだ。

平成17年９月１日（木曜日） 創刊準備号薬　学　生　新　聞 （７）

私  の  職  場 

日本保険薬局協会は、現在の薬学部３年

生を対象とした「合同就職説明会」を11月

23日に東京の新宿ＮＳビル、12月４日に大

阪の梅田スカイビルで行う。

これは業界では初めての“調剤薬局だけ

の説明会”であり、保険薬局協会が薬学生

に対して積極的に情報を発信し、調剤薬局

業界の認知度を高めようとの狙いで開催す

るもの。会場にはイベントセミナーコーナ

ー、特設コーナーのほか、各調剤薬局企業

の出展ブースも設けられる。

また同協会は、11月６日に東京有楽町の

東京国際フォーラムで、ファーマシーフォ

ーラム2005を開催する。「開かれた保険薬

局を目指して」をテーマに、国民から信頼

される保険薬局の育成、国民が満足する医

療提供に向けて、業界の意志をアピールす

る。

医療従事者に向けてサプリメントに

関する情報を提供する一方で、ＳＤＩ

窓口（サプリメントと医薬品の飲み合

わせを検索するシステムを使い、専門

スタッフが問い合わせや質問に答える

窓口）もサポートする――ファンケル

学術本部に勤める薬剤師、高野祐見子

さんが毎日行っている仕事である。

「好奇心旺盛」という言葉が好きだと

語る高野さんは、サプリメントについ

ての正しい情報を発信するために、サ

プリメントの第一人者に話を聞きに行

ったり、海外の論文を翻訳するなど、

忙しいが充実した日々を送っている。
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